
日本文学文化学科　ディプロマ・ポリシー/カリキュラム・ポリシー
ディプロマ・ポリシー(DP) カリキュラム・ポリシー(CP)
日本文学文化学科では、所定の卒業要件を満たし、日本語や日本文学、日本文化についての学
修を通して以下の力を身につけた学生に「学士（文学）」の学位を授与します。

日本文学文化学科では、卒業認定・学位授与の方針 (ディプロマ・ポリシー）を実現するために、以下の方針に基づいて教育課程を編成・実施します。

１  知識・専門性 【学びの基礎力を基盤とした専門能力】
a. 自ら教養・基礎学力を修得し、自己の力として適切に発揮することができる。【教養・基礎力】
b. 日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して身につけた力を自己の総合的な力として
用いることができ、ことばによって世界と関わり、過去の文化的遺産の理解・継承と新しい文化の創
造に寄与することができる。なおここには以下の１）から３）の力を含む。
　１）日本語や日本文学、日本文化についての幅広く体系的な知識を身につけ、さまざまな文化
的事象の性質を的確に理解することができる。
　２）日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して、深い専門的知見と洞察力、豊かな
感性と確かな論理的思考力を養い、読解力・表現力・創造力・批評力を磨き、それらの力を用いて
日本語や日本文学、日本文化について自らの考えを構築し、適切なことばで表現することができる。
また、日本語や日本文学、日本文化について、自らの知見をさらに磨いていくための方法を身につ
け、自主的・主体的に学修を進めることができる。
　３）日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して得た幅広い知識と深い専門的知見
や洞察力、豊かな感性と確かな論理的思考力、読解力・表現力・創造力・批評力をいかして、世
界の諸問題を発見し、問題解決の方法を検討し、具体的な企画の構築や創造的な提案をするこ
とができる。
　【日本語・日本文学・日本文化研究に関する専門性】

以下の段階を追って日本文学文化学科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の１に示す力を獲得することができるよう教育課程を編成・実施します。
１）１年次から２年次にかけては、日本語や日本文学、日本文化についての幅広く体系的な知識、さまざまな文献を読み解くための読解力や自らの考えを他者に的確に伝えるた
めの表現力を身につけ、また、大学生としての自覚をもって自律的に学修を進めていく姿勢を学び、専門教育の基盤となる力を養う。
２）３年次以降の教育においては、さらに発展的な内容の講義科目によって専門的知見を深めるとともに、専攻する分野を決めて少人数のゼミに所属し、演習形式の授業の中で
みずから調査し、研究し、発表することを通して、問題の立て方や資料収集の仕方、分析の仕方、読解力・表現力・創造力・批評力など、各分野において主体的に研究を進めて
いける力をさらに養う。
３）４年次の教育においては、卒業論文・卒業制作に取り組み、４年間の集大成となる実践的訓練の機会とし、各テーマに即した方法により研究を進め、問題解決力を鍛え、
適切なことばをもってその成果を表現することができる力を養う。
４）以上により身につけた力を自己の総合的な力として用いることができ、ことばによって世界と関わり、過去の文化的遺産の理解・継承と新しい文化の創造に寄与することができる
力を獲得する。

２  関心・態度・人格 【他者と自己を理解し、自発的に踏み出す力】
日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して培った人間と社会に関する洞察力や見識を
基盤として、他者と自己を理解し、豊かな人間関係を構築し、開かれた人的交流をすることができ、
世界のさまざまな問題と対峙することができる。また、社会に貢献するとは何かを考え、主体的に実践
することができる。【自己認識力・他者理解力・主体性・実行力・人格形成・使命感】

以下の段階を追って日本文学文化学科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の２に示す力を獲得することができるよう教育課程を編成・実施します。
１）日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して、人間や社会の多様なあり方があることを理解する。
２）自分自身の考えを持った上で、自分と異なる他者の意見をも理解しようと努めることができ、開かれた交流を持とうとする姿勢を身につける。
３）多様な他者と意見交換することができ、世界のさまざまな問題に向き合い、また、社会に貢献するとは何かを考え、主体的に実践することができる姿勢を身につける。
　以上により、他者と自己を理解し、豊かな人間関係を構築し、開かれた人的交流をすることができ、世界のさまざまな問題と対峙することができる姿勢、また、社会に貢献するとは
何かを考え、主体的に実践することができる姿勢を育てる。

３  思考力・判断力 【課題を多角的に捉え、創造的に考える力】
a. 日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して培った文献収集力・読解力・分析力を
基盤として、人間社会のさまざまな事象について、情報を収集し、的確に整理し、読み解き、分析す
ることができ、その上で自らの考えを論理的に構築することができる。【情報分析力・論理的思考力】
b. 課題解決に向けて、柔軟に思考し、判断を下すことができる。【課題発見力・課題解決力・創造
的思考力】

以下の段階を追って日本文学文化学科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の３に示す力を獲得することができるよう教育課程を編成・実施します。
１）学修を進めるにあたって、必要な情報を収集し、整理・読解・分析する方法の概要を理解する。また、思考内容を論理的に整理するよう意識することができる力を身につける。
２）学修を進めるにあたって、必要な情報を収集し、整理・読解・分析する方法を身につけ、問題解決に向けて有効に用いることができる力を身につける。また、思考内容を論理的
に整理することができる力を身につける。
３）学修を進めるにあたって、必要な情報を収集し、整理・読解・分析し、その上で自分の考えを論理的に構築することができ、問題の性質に応じて柔軟に思考し、適切に判断を
下すことができる力を身につける。
　以上により、人間社会のさまざまな事象について、情報を収集し、的確に整理し、読み解き、分析することができ、その上で自らの考えを論理的に構築することができる力を身につけ
る。また、課題解決に向けて、柔軟に思考し、判断を下すことができる力を身につける。

４  交感力・発信力 【多様な人々のなかで、自らの考えを表現・発信する力】
a. 日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して得た論理的な表現の力や的確な表現・
発信の力を社会のさまざまな事柄について用いることができ、また、説得力のある表現により提案をな
すことができる。【表現力】
b. 日本語による思考力・発想力・説得力を鍛え、他の言語に習熟するための基盤を築いた上で、さ
らにさまざまな時代・地域の言語や種々の状況に応じたことばを扱う力を磨くことができており、ことばに
よって広く世界と交流し、世界の歴史と現状を正確に知ることができる。【言語運用能力】

以下の段階を追って日本文学文化学科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の４に示す力を獲得することができるよう教育課程を編成・実施します。
a.
　１）日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して、論理的な表現の方法や的確な表現・発信の方法の概要を理解する。
　２）日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して、論理的な表現の方法や的確な表現・発信の方法を身につける。
　３）日本語や日本文学、日本文化についての学修を通して得た論理的な表現の力や的確な表現・発信の力を社会のさまざまな事柄について用いることができ、また、説得力の
あることばにより提案をなすことができるようになる。
b.
　１）日本語や日本文学、日本文化についての学修と全学共通科目等による幅広い学修を通して、日本語の運用能力を高めるための方法や姿勢を身につけるとともに、他の言
語に関する基礎的な知識を身につける。
　２）日本語や日本文学、日本文化についての学修と全学共通科目等による幅広い学修を通して、それらの学修の場で日本語を有効に用いることができる力を身につけるととも
に、他の言語を自己の学修やコミュニケーションに用いることができる力を身につける。
　３）ことばによって広く世界と交流することができ、世界の歴史と現状を正確に知ることができる力を獲得する。
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